










チの有効性を示す事を目的とするものである。事例研究 1 では 1930 年代に記号論を最初
に導入したニュー・バウハウスのデザイン教育を紹介し、11 の事例について考察した。ま











































「透視図法」（L. B. Alberti & F. Brunelleschi、イタリアの建築家、西暦 1435 年）
「活字による印刷本」（J. Gutenberg、ドイツの印刷技師、西暦 1445 年）
「本のページナンバーの使用」（A. Manutius、イタリア、西暦 1499 年）
「科学と工学における創造的なスケッチ」（L. da. Vinci、イタリア、西暦 1500 年）
「風見鶏」（C. Wren、イギリスの建築家、西暦 1664 年）
「データをプロットした地図」（E. Halley、イギリスの科学者、西暦 1700 年）
「棒グラフ」（W. Playfair、イギリスの社会学者、西暦 1786 年）
「幾何学図形」（G. Monge、フランスの数学者、西暦 1795 年）
「統計的な地図」（C. J. Minard、フランスの技術者、西暦 1851 年）
「円グラフ」（F. Nightingale、イギリスの看護婦、西暦 1858 年）
「視覚的な統計」（M. Mulhall、イギリスの統計学者、西暦 1884 年）
「アイソタイプ」（O. Neurath、オーストリアの社会学者、西暦 1924 年）
「コンピュータのフローチャート」（J. von Neumann、アメリカの数学者、西暦 1945 年）
「グラフィカル・コンピュータ」（I. Sutherland、アメリカのコンピュータ技術者、西暦 1963 年）
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「バーチャル・リアリティ」（I. Sutherland , アメリカのコンピュータ技術者、西暦 1968 年）










なる。アメリカの記号論者 C. S. Peirceは「記号とはある観点において誰かに対して何かの





















に関して R. E. Hornも「視覚言語」において指摘してい
るが、必ずしも明確には記述してはいない（11）。またユ
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図 4-1 「東日本大震災直後の陸前高田市の避難状況」14 時 50 分
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図 10 「Siri」
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（図 7）「M. Billの『15 のバリエーション』」
（http://s-ir.sap.hokkyodai.ac.jp/dspace/bitstream/123456789/449/1/57-2-kyoiku-17.pdf）
ならびに（http://metrocs.jp/special/maxbill/fifteen_variations.html）（2014.2.8 図版許諾申請）
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